
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会 議 記 録  

高松市附属機関等の設置、運営に関する要綱の規定により、次のとおり会

議記録を公表します。 

会  議  名  平成３０年度第２回 高松市行財政改革推進委員会 

開催日時  平成３０年７月３１日(火) ９時 30 分～12 時 10 分 

開催場所  高松市防災合同庁舎 ３階 ３０１会議室 

議     題  

(１ ) 第７次高松市行財政改革計画  平成２９年度実績

報告について 

(２ ) 委員選定による外部評価候補事業の事業内容等説

明について 

(３ ) 委員選定による外部評価対象事業の決定について 

公開の区分    ■  公開   □  一部公開   □  非公開 

上記理由   

出席委員  
石川委員、石田委員、肥塚委員、後藤委員、小松委員、 

齋藤委員、関委員、竹内委員、三村委員 

傍  聴  者       １   人   （定員 ２０ 人） 

担当課及び  

連絡先  

人事課行政改革推進室 

839－ 2160 

    

審議経過及び審議結果  

(１ ) 第７次高松市行財政改革計画 平成２８年度実績報告について 

＜主な意見等＞ 

  特になし 

 

 

(２ )  委員選定による外部評価候補事業の事業内容等説明について  
  外部評価候補１０事業について、各事業の所管課から事業内容等の

説明を行った。  

・就業支援推進事業 

・貿易振興事業 

・中小企業指導団体等育成事業 

・中小企業経営講習会等事業 

・中小企業勤労者福祉共済事業 

・中小企業金融対策事業 

・コンプライアンス推進事務 

・教育に関する調査研究推進事業 

・交通安全啓発推進事業 

・駐輪場整備事業  

 

 

(３ )  委員選定による外部評価対象事業の決定について  
  外部評価候補１０事業の所管課からの説明の後、外部評価対象とす

る４事業の選定を行った。  

・貿易振興事業 

・中小企業指導団体等育成事業 

・中小企業経営講習会等事業 

・コンプライアンス推進事務 

 

＜主な意見等＞ 

（委員） 

 貿易振興事業については、香川県等の果たす役割が大きく、市の考え  

 



 

 

 

 

で事業内容を大きく見直すことは困難だが、港湾施設の使用料等が安い

など有利な点も多いため、それらのことを貿易関係企業等にＰＲしてい

く方策等の検討や、市民に対しては高松港の良い点などがあまり知られ

ていないため、まずは高松港について知ってもらう方法等を検討するこ

とで、市民満足度の向上につなげることが可能ではないか。  

（委員） 

中小企業指導団体等育成事業、中小企業経営講習会等事業は、高松商

工会議所等の団体との連携が必要だが、団体等に加入していない中小企

業をどう支援するかなど、支援内容・方法等を検討する必要があるので

はないか。 

また、団体等と高松市の役割分担を見直すことも必要ではないか。 

（委員） 

 市職員としてのコンプライアンスについての意識が低い、あるいは理

解が徹底できていない人に対する、コンプライアンス意識向上のための

方策を検討する必要がある。市民にも分かりやすい事業であるため評価

対象事業にふさわしいのではないか。 

 

 

 

 


